立ち会い分娩を体験した夫の分娩経過中の気持ち by 千葉 朝子 et al.
Ⅰ．はじめに
分娩への夫の立ち会いは、1947 年のアメリカに
おける「夫にコーチされた分娩」の提唱が始まり
とされ、ラマーズ法と共に普及した（松本，1992，
p360）。我が国における夫立ち会い分娩は、1972 年に
日本赤十字社医療センターにおけるラマーズ法による
出産を希望した夫婦を受け入れたことが最初とされて
いる（及川，宮田，新道他，2012）。
立ち会い分娩をする夫の役割には、妻への精神的支
援・産痛緩和・呼吸法の誘導などがあるとされている
（キッシンガー，1985）。夫が主体的に分娩時に必要な
役割を果たすためには、産前教育での知識の普及が重
要であるとされ、分娩経過や産痛緩和、呼吸法の指導
などの教育がされている（木村，星野，菊池，2005）。
しかし、分娩進行に伴う産婦の外見上の変化は男性
にとっては苦痛であり激しい感情の動きを起こす
（M.H. クラウス，J.H. ケネル，P.H. クラウス，2005，
p159）ため、妻への十分な援助ができない思いを抱
く者もいる。実際に分娩に立ち会った夫の反応では、
生命の誕生に感動したという声がある反面、苦しむ妻
の姿に圧倒され何もできないという無力感を持つ者も
おり、立ち会いにおける分娩の満足感も妻に比べ夫の
満足感は低くなっている（出口，米村，福井，1999）。
立ち会い分娩の際に妻が夫に望むことは情緒的な支援
である（出口，米村，福井，1999）が、情緒的支援者
の役割を果たさなければならない夫自身が、分娩経過
中、無力感以外にも不安や緊張の中で過ごしているこ
とも考えられるが、分娩進行に伴い変化していく妻を
間近に見ている夫の気持ちについての研究は少ない。
分娩に立ち会う父親は分娩経過に伴い起こる変化が普
通のことなのかどうか鑑別できない（M.H. クラウス，
J.H. ケネル，P.H. クラウス，1996，p85）といわれる
ように、産婦に起こっている変化が理解できないため
に母親学級での既習知識をいつどのように実施すべき
かについても戸惑いも持っていると考えられる。これ
らのことから産婦同様に分娩に立ち会う夫にも分娩経
過に応じた助産師の情緒的・手段的サポートが必要で
あると考える。そのためには、分娩に立ち会った夫が
分娩経過中にどのような気持ちでいるのかを明らかに
することが必要であると考え、今回の調査に取り組ん
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だ。本研究の目的は、立ち会い分娩を体験した夫の分
娩経過中の気持ちを明らかにすることである。
Ⅱ．用語の定義
1．立ち会い分娩
本研究における立ち会い分娩とは、分娩経過中、夫
が産婦の身体的・精神的支援を行いながら、そばに付
き添うことを言う。
2．分娩経過
本研究における分娩経過とは、産徴、破水、陣痛開
始などの正期産における分娩入院の適応となる状況の発
生時から胎盤娩出時までとした。分娩経過を、「病院連
絡から入院まで」「入院から分娩室入室まで」「分娩室
入室後から児が生まれるまで」「児が生まれたとき」の
時期別とした。分娩経過は数時間に及びその間に分娩は
進行していくため、その間のことを分娩経過中とした。
Ⅲ．研究方法
1．研究デザイン
本研究は、質的記述的研究である。
2．研究参加者
正期産、経腟分娩の立ち会い分娩後、妻が産褥入院
期間中に研究同意が得られた夫 8名。研究対象施設の
看護の責任者から条件を満たす研究参加者について紹
介を受けた後、研究参加者に個別に研究参加を依頼
し、同意が得られた者とした。
3．データ収集方法及び場所
インタビューガイドを用いた半構造化面接を行い、
データを収集した。インタビュー内容は、「立ち会い
分娩中はどのような気持ちだったか」である。分娩経
過中の妻の状態の変化に伴う気持ちや児誕生時の気持
ちを明らかにしたいと考えたため、「病院連絡から入
院まで」「入院から分娩室入室まで」「分娩室入室後か
ら児が生まれるまで」「児が生まれたとき」の 4つの
時期の気持ちを尋ねた。
インタビューは、研究参加者 1 名につき 1 回とし
た。インタビューの日時と場所は、研究協力施設と研
究参加者の希望により調整し、妻の入院する褥室とは
別にプライバシーが保持できる個室を使用し実施し
た。インタビュー内容は、研究参加者の同意を得て、
ICレコーダーに録音した。
4．データ収集期間
2011 年 8 月 7 日～ 9月 30 日
5．データ分析方法
データは、質的帰納的に分析した。IC レコーダー
で録音したインタビュー内容から逐語録を作成し、繰
り返し読み、全体像を把握した。次に逐語録から、
「分娩経過中の気持ち」を分析の視点として、病院連
絡から入院まで、入院から分娩室入室まで、分娩室入
室後から児が生まれるまで、児が生まれたときの時期
別の気持ちを分析した。逐語録から、意味のまとまり
ごとに抜き出し、コード化した。コード間の類似性と
相違性を比較し、サブカテゴリーとしてまとめ、抽象
度を高めながら、共通する意味のまとまりごとにまと
め、カテゴリー化した。分析の全過程において、質的
研究の研究者からスーパーバイズを受けた。
6．倫理的配慮
研究施設の組織する倫理委員会の承認を得て実施し
た。
研究協力にあたっては、研究参加者に、文書および
口頭で、研究目的・方法・プライバシーへの配慮・研究
参加は自由意志であること・研究の途中での同意の撤
回や自体が可能であること・研究参加の中止により不利
益はないこと・匿名性の保持とプライバシーの厳守・研
究結果の公表について説明し、文書により承諾を得た。
Ⅳ．結果
1．研究参加者の概要
研究参加者の概要は表 1に示すとおりである。年齢
は、20 代が 5 名、30 代が 3 名であった。立ち会いの
回数は、初めてが 5名、2回以上が 3名であった。立
ち会いの時期は、入院時が 5名、入院から分娩室入室
までの間は 3名であった。両親学級の受講は、6名が
ありで、2名がなしであった。インタビューの平均時
間は、38 分 29 秒であった。
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2．立ち会い分娩を体験した夫の分娩経過中の気持ち 
立ち会い分娩を体験した夫の分娩経過中の気持ちに
焦点を当てて分析した結果、16 のカテゴリー、34 の
サブカテゴリーが抽出された。研究の真実性を確保す
るために、表中には代表的な語りを記述した。（表 2-1
～表 2-2）。以下、【　】をカテゴリー、〈　〉をサブカ
テゴリーで示す。
1）病院連絡から入院まで
（1）【すぐに産まれないという軽い気持ち】
分娩は長くかかるというイメージから、分娩開始直
後の今からはまだ長くかかるだろうと、すぐには産ま
れないという気持ちを表すカテゴリーである。 〈分娩
経過が長くかかるイメージで、すぐには産まれないと
思う軽い気持ち〉の 1サブカテゴリーで構成される。
（2）【予期せぬ分娩の始まり方に対する不安】
両親学級で聞いていた説明や前回の分娩とは異なる
分娩の始まり方に対する不安や心配な気持ちを表すカ
テゴリーである。 〈通常の出産の流れとは異なる陣痛
開始直後からの短い陣痛間隔への強度の不安〉〈前回
と違う予期せぬ破水に対する不安〉の 2サブカテゴ
リーで構成される。
2）入院から分娩室入室まで
（1）【分娩が気になって落ち着かない】
すぐには分娩にならないとわかっていても、妻のそ
ばを離れ外に出ている間にも分娩が気になり落ち着か
ない気持ちを表すカテゴリーである。〈すぐに産まれ
ないとわかっていても、外に出ている間に分娩になら
ないか気になり落ち着かない〉の 1サブカテゴリーで
構成される。
（2） 【分娩進行に伴う変化に何が起こっているのかわ
からない不安】
遷延する分娩や陣痛の変化、産痛に苦しむ妻と二人
きりにされることに対する不安な気持ちを表すカテゴ
リーである。〈分娩経過の想像以上の長さに抱く先の
見えない不安〉〈急に強くなった陣痛への不安〉〈妻の
中で今何が起こっているかわからない不安〉〈痛がっ
ている妻と二人きりにされる不安〉の 4サブカテゴ
リーで構成される。
（3） 【痛がっている妻を前にして何をしてあげたらい
いのかわからない戸惑い】
妻の産痛の程度がわからず、産痛で苦しむ妻を目の
前にして、何をどうしたらよいのかわからないという
戸惑いの気持ちを表すカテゴリーである。〈痛がって
いる妻を目の前にして痛みの強さが想像できないこと
への戸惑い〉〈義母の妻への支援のように自分は妻を
支援できない戸惑い〉〈効果もわからぬまま産痛緩和
をやらざるを得ない〉〈慌ただしい分娩室入室でどう
していいかわからない戸惑い〉の 4サブカテゴリーで
構成される。
（4） 【両親学級での説明や前回の分娩経過と異なる状
況に対する戸惑い】
実際の分娩において、両親学級や前回での分娩の学
習が有効に活用できない戸惑いを表すカテゴリーであ
る。〈両親学級での説明と異なる分娩室入室時期に対
する戸惑い〉〈両親学級での学習を忘れてしまったと
いう焦り〉〈前回の経過と全然違う経過への戸惑い〉
の 3サブカテゴリーで構成される。
（5）【助産師の説明や声かけに感じる安心感】
助産師の分娩経過の説明や声かけに精神的な安心感
を得たことを表すカテゴリーである。
〈助産師の分娩経過の説明や声かけに感じる安心感〉
の 1サブカテゴリーで構成される。
3）分娩室入室後から児が生まれるまで
（1）【分娩中の光景に圧倒される気持ち】
見知らぬ医療スタッフの中で、努責を開始した
表 1　研究参加者の概要
ཧຍ⪅ ኵ䛾ᖺ㱋 ጔ䛾ᖺ㱋 ❧䛱఍䛔ᅇᩘ ධ㝔⌮⏤ ศፔᵝᘧ ❧䛱ྜ䛔㛤ጞ䛾᫬ᮇ ୧ぶᏛ⣭䛾ཷㅮ
㻭 㻞㻜௦ 㻞㻜௦ ึ䜑䛶 㝕③㛤ጞ ṇᖖ ධ㝔䛛䜙ศፔᐊධᐊ䜎䛷䛾㛫 䛒䜚
㻮 㻞㻜௦ 㻞㻜௦ ึ䜑䛶 㝕③㛤ጞ ṇᖖ ධ㝔䛛䜙ศፔᐊධᐊ䜎䛷䛾㛫 䛒䜚
㻯 㻞㻜௦ 㻞㻜௦ ึ䜑䛶 㝕③㛤ጞ ṇᖖ ධ㝔᫬ 䛒䜚
㻰 㻟㻜௦ 㻟㻜௦ 㻟ᅇ┠ ฟ⾑䠄⏘ᚩ䠅 ṇᖖ ධ㝔䛛䜙ศፔᐊධᐊ䜎䛷䛾㛫 䛺䛧
㻱 㻞㻜௦ 㻞㻜௦ 㻞ᅇ┠ 㝕③㛤ጞ ṇᖖ ධ㝔᫬ 䛺䛧
㻲 㻟㻜௦ 㻟㻜௦ 㻞ᅇ┠ ◚Ỉ ṇᖖ ධ㝔᫬ 䛒䜚
㻳 㻞㻜௦ 㻞㻜௦ ึ䜑䛶 ◚Ỉ ṇᖖ ධ㝔᫬ 䛒䜚
㻴 㻟㻜௦ 㻟㻜௦ ึ䜑䛶 ◚Ỉ ྾ᘬ ධ㝔᫬ 䛒䜚
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表 2-1　立ち会い分娩を体験した夫の分娩経過中の気持ち
᫬ᮇ 䜹䝔䝂䝸䞊 䝃䝤䜹䝔䝂䝸䞊 ௦⾲ⓗ䛺ㄒ䜚
䛩䛠䛻⏘䜎䜜䛺䛔䛸䛔䛖㍍
䛔Ẽᣢ䛱
ศፔ⤒㐣䛜㛗䛟䛛䛛䜛䜲䝯䞊䝆
䛷䚸䛩䛠䛻䛿⏘䜎䜜䛺䛔䛸ᛮ䛖㍍
䛔Ẽᣢ䛱
䞉䝔䝺䝡䛸䛛ヰ䜢⪺䛟䛸෶䛟㛗䛔䜲䝯䞊䝆䛰䛳䛯䛾䛷䚸䛂䜎䛳䚸௒᪥䛸䛛䛭䜜䛠䜙䛔䛛䛺䠛䛃䛳䛶䜲䝯䞊䝆䛷䚸䛭䛾᫬䛿䜎䛰㝕
③䛜ᙅ䛔䛛䜙䛳䛶኱య㻝㻡ศ䛠䜙䛔䛾㛫㝸䛰䛳䛯䛾䛷䚸䛱䜗䛳䛸㍍䛔Ẽᣢ䛱䛸䛔䛖䛛䚹䠄㻭Ặ䠅
㏻ᖖ䛾ฟ⏘䛾ὶ䜜䛸䛿␗䛺䜛㝕
③㛤ጞ┤ᚋ䛛䜙䛾▷䛔㝕③㛫
㝸䜈䛾ᙉᗘ䛾୙Ᏻ
䞉൅䜒᭱ᚋ䛿䚸୧ぶᏛ⣭䛻䛿ཧຍ䛧䛶䚸ฟ⏘䛾ὶ䜜䜢ㄝ᫂䛧䛯⣬䛸䛛㈔䛳䛶䚸䛂㝕③䛜㍍䛟䛝䜎䛩䛃䜏䛯䛔䛺䚸᭱⤊ⓗ䛻䛭
䜜䛜䠍䠌ศ㛫㝸䛠䜙䛔䛻䛺䛳䛶䛝䛯䜙⑓㝔䛻㐃⤡䛧䛶䛟䛰䛥䛔䛽䚸䜏䛯䛔䛺ヰ䛰䛳䛯䜣䛷䛩䛡䛹䚸䜒䛖䝇䝍䞊䝖䛜䛂䛱䜗䛳䛸䛚
⭡③䛔䛛䜒䛃䛳䛶ゝ䛖䛸䛣䜝䛿☜䛛䛻⦆䛔③䜏䛰䛳䛯䜣䛷䛩䛡䛹䚸䛭䛾ḟ䛿䠏ศ㛫㝸䛳䛶䛔䛖▷䛔㛫㝸䛰䛳䛯䜣䛷䚸䜒䛖䜔
䜀䛔䛸䜒䛖䚸୍Ẽ䛻୙Ᏻ䛰䛡䛜䝗䞊䞁䛸䛒䛜䛳䛶䛸䛔䛖䜘䛖䛺ឤ䛨䛷䛩䛽䚹䠄㻴Ặ䠅
๓ᅇ䛸㐪䛖ணᮇ䛫䛼◚Ỉ䛻ᑐ䛩
䜛୙Ᏻ
䞉◚Ỉ䛧䛶ጞ䜎䜛䛸䛿ᛮ䛳䛶䛔䛺䛛䛳䛯䜣䛷䚸◚Ỉ䛛䜙ጞ䜎䛳䛶䛹䛖䛧䜘䛖䛛䛸ᛮ䛳䛯䠊๓ᅇ䛸䛿㐪䛖䛾䛷䚹䠄㻲Ặ䠅
䞉ྥ䛣䛖䛿෭㟼䛷䛧䛯䛡䛹䚸๓ᮇ◚Ỉ䛸䛛ఱ䛸䛛ゝ䛳䛶䚹◚Ỉ䛧䛶኱୔ኵ䛺䛾䛛䛺䛳䛶䚸⮬ศ䛿䛭䛖䛔䛖䛣䛸䛿䛒䜛䜎䛷䛿䚸
◚Ỉ䛜᮶䛯䛾䛷኱୔ኵ䛛䛺䛳䛶䚸↔䜚䛨䜓䛺䛔䜣䛷䛩䛡䛹䚸㌟య䛿኱୔ኵ䛛䛳䛶䛔䛖Ẽᣢ䛱䛻䛺䜚䜎䛧䛯䠊๓ᅇ䛸䛿㐪䛳
䛯䜣䛷䛹䛖䛛䛺䛳䛶䛔䛖䜅䛖䛻䛿ᛮ䛔䜎䛧䛯䚹䠄㻲Ặ䠅
ศፔ䛜Ẽ䛻䛺䛳䛶ⴠ䛱╔
䛛䛺䛔
䛩䛠䛻⏘䜎䜜䛺䛔䛸䜟䛛䛳䛶䛔
䛶䜒䚸እ䛻ฟ䛶䛔䜛㛫䛻ศፔ䛻
䛺䜙䛺䛔䛛Ẽ䛻䛺䜚ⴠ䛱╔䛛䛺
䛔
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䛠ᡠ䛳䛶䛿᮶䛶䛟䜜䜛䜣䛷䛩䛡䛹䚸஧ே䛝䜚䛾᫬䛿௒ฟ䛶䛝䛯䜙䛹䛖䛧䜘䛖䛳䛶䚹䠄㻮Ặ䠅
ៃ䛯䛰䛧䛔䝇䝍䝑䝣䛾ື䛝䛻ᑐ䛩
䜛ᡞᝨ䛔
䞉ᬑ㏻ศፔ䛿ᬑ㏻ศፔ䛷䛧䛯䛡䛹䚸䛒䛾䛱䜗䛳䛸䛭䛾䜎䜎䛰䛸䚸䜒䛖༴䛺䛔䛛䛺䛳䛶䛸䛣䜝䛷䚸ඛ⏕䛜䠎ே䚸䠏ே䛸ቑ䛘䛶䛳
䛶䚹䠄㻴Ặ䠅
ぢ▱䜙䛼་⒪䝇䝍䝑䝣䛾୰䛷䛾
⥭ᙇ
䞉ゝ䛳䛶䜏䜜䜀㉥䛾௚ே䚸ຓ⏘ᖌ䛥䜣䛶䚹䛹䛣䛛䛷Ẽ䜢ᙇ䛳䛶䛔䛯䛸䛣䜝䛜䛒䛳䛯䚹䠄㻭Ặ䠅
ணᮇ䛫䛼ศፔ䛾ጞ䜎䜚᪉
䛻ᑐ䛩䜛୙Ᏻ
୧ぶᏛ⣭䛷䛾ㄝ᫂䜔๓ᅇ
䛾ศፔ⤒㐣䛸␗䛺䜛≧ἣ
䛻ᑐ䛩䜛ᡞᝨ䛔
⑓
㝔
㐃
⤡
䛛
䜙
ධ
㝔
䜎
䛷
་⒪⪅䛾ゝⴥ䜔⾜ື䛻㧗
䜎䜛୙Ᏻ
ศፔ㐍⾜䛻క䛖ኚ໬䛻ఱ
䛜㉳䛣䛳䛶䛔䜛䛾䛛䜟䛛䜙
䛺䛔୙Ᏻ
ධ
㝔
䛛
䜙
ศ
ፔ
ᐊ
ධ
ᐊ
䜎
䛷
③䛜䛳䛶䛔䜛ጔ䜢๓䛻䛧䛶
ఱ䜢䛧䛶䛒䛢䛯䜙䛔䛔䛾䛛
䜟䛛䜙䛺䛔ᡞᝨ䛔
ศ
ፔ
ᐊ
ධ
ᐊ
ᚋ
䛛
䜙
ඣ
䛜
⏕
䜎
䜜
䜛
䜎
䛷
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表 2-2　立ち会い分娩を体験した夫の分娩経過中の気持ち
᫬ᮇ 䜹䝔䝂䝸䞊 䝃䝤䜹䝔䝂䝸䞊 ௦⾲ⓗ䛺ㄒ䜚
ึ䜑䛶䛾య㦂䛷⮬ศ䛜䛹䛖䛧䛯
䜙䛔䛔䛾䛛䜟䛛䜙䛺䛔ᡞᝨ䛔
䞉䝇䝍䝑䝣䜒ᛁ䛧䛭䛖䛷䚸൅䜒ศፔ䛻❧䛱఍䛳䛯䛣䛸䛜䛺䛔䛾䛷ఱ䜢䛧䛶䛔䛔䛛䜟䛛䜙䛺䛔䛾䛷䚸䛒䜜䛧䛯䜙䛔䛔䜘䛸䛛䜒䛺
䛛䛳䛯䛾䛷䚸ᑡ䛧ᡞᝨ䛔䛸䛔䛖䛛䚹䜺䜴䞁╔䛫䜙䜜䛶䚸䝬䝇䜽䛧䛶䚸䛨䜓䛒ධ䛳䛶䛟䛰䛥䛔䛸䛔䛖ឤ䛨䛷ఱ䜢䛧䛶䛔䛔䛛䜟䛛䜙
䛺䛔䚹䠄㻭Ặ䠅
䞉❧䛱఍䛳䛶䛹䛖䜘䜚䜒䚸ᮏᙜ䛻ᒃ䛯䛰䛡䚹䠄㻴Ặ䠅
䞉❧䛱఩⨨䛜ศ䛛䜙䛪䚸ฟ⏘䛜䛹䛖䛣䛖䛳䛶䛔䛖䜘䜚䜒⮬ศ䛜䛹䛖䛧䛯䜙䛔䛔䛾䛛䜘䛟䜟䛛䜙䛪䠈ᗙ䛳䛸䜛䛰䛡䛷䛔䛔䛾䛛䛺
䛒䛳䛶ឤ䛨䛷䚸䛂኱୔ኵ䛰䜘䚹䜒䛖䛩䛠䛰䜘䛃䛳䛶䛔䛖䛾䛿ゝ䛳䛶䛔䛯䜣䛷䛩䛡䛹䚸ᗙ䛳䛸䛳䛯䜋䛖䛜䛔䛔䛾䛛䚸❧䛳䛸䛳䛯䜋
䛖䛜䛔䛔䛾䛛䚸ྥ䛣䛖䛿ⱞ䛧䜣䛷䛔䜛䛾䛻ᗙ䛳䛶䛔䛶䜒䛔䛔䛾䛛䛺䛒䛸䛛䚹䠄㻲Ặ䠅
䞉ṇ┤䛒䜣䜎䜚ศፔᐊ䛻ධ䛳䛶䛛䜙䛿䚸❧䛱఍䛳䛶䛔䜛䛰䛡䛷䚸䛹䛱䜙䛛䛸䛔䛖䛸䚸䜔䛳䛶䛔䜛ഃ䛛䜙䛩䜛䛸䚸䛹䛱䜙䛛䛸ゝ䛖
䛸ṇ┤䚸㑧㨱䛺ே㛫䚸Ꮡᅾ䛰䛸ᛮ䛖䜣䛷䛩䜘䚹䛝䛳䛸䚹ṇ┤ᒃ䜛䛰䛡䛷䚸ఱ䛻䜒ᡭఏ䛘䛺䛔䛧䚸໚ㄽ䛭䜣䛺་⒪⾜Ⅽ䜒䛷䛝
䛺䛔ヂ䛷䛩䛛䜙䚸ᇶᮏⓗ䛻୍⥴䛻ᒃ䜛䛰䛡䛷䚹䠄㻴Ặ䠅
ጔ䛻䛺䜣䛸ኌ䜢䛛䛡䛶䛔䛔䛾䛛
䛸䛔䛖ᡞᝨ䛔
䞉ᮏᙜ䛻ྥ䛣䛖䛜኱ኚ䛺᫬䛻䛂኱୔ኵ䛃䛳䛶䛔䛖ኌ᥃䛡䛿ᚲせ䛰䛸ᛮ䛖䜣䛷䛩䛡䛹䚸䛒䜣䜎䜚䛂䛜䜣䜀䜜䚹㡹ᙇ䜜䛃䛳䛶ゝ䛳
䛶䜒䛔䛛䜣䛧䚸䛺䜣䛶ゝ䛳䛶䛔䛔䛾䛛⪃䛘䛺䛜䜙䛔䜝䛔䜝ゝ䛳䛶䛔䛯ឤ䛨䛷䛩䛽䚹䠄㻲Ặ䠅
ጔ䜢ບ䜎䛧䛺䛜䜙୍⥴䛻㡹
ᙇ䜛
ຓ⏘ᖌ䛾ゝⴥ䜢䜎䛽䛶䚸ጔ䜢ບ
䜎䛧䛺䛜䜙୍⥴䛻㡹ᙇ䜛
䞉ຓ⏘፬䛥䜣䛾ゝⴥ䜢൅䜒⧞䜚㏉䛧䛶䚸᎑䛻ᑐ䛧䛶䛂ྤ䛔䛶䛃䛸䛛䛂䛔䛝䜣䛷䛃䛸䛛䛔䛖䛾䜢൅䛜ゝ䛳䛶䚸ຓ⏘ᖌ䛥䜣䛜ゝ䛳
䛶䚸൅䛜ゝ䛳䛶䚸䛸䛔䛖䛾䜢⧞䜚㏉䛧䛶䛔䜎䛧䛯䚹䠄㻱Ặ䠅
ಙ㢗䛷䛝䜛䝇䝍䝑䝣䛾䝸䞊䝗䛷䜒䛖
⏘䜎䜜䜛Ᏻᚰឤ
䞉䜒䛖⏘䜎䜜䜛䜣䛰䛳䛶䛔䛖䚸⫪䛜ฟ䛶኱୔ኵ䛳䛶䚸䛭䛣䛿䜒䛖Ᏻᚰឤ䛜䛒䛳䛯䚹䠄㻭Ặ䠅
䞉䛧䛳䛛䜚䝸䞊䝗䛧䛶䛟䜜䛶䚸䛔䛔ឤ䛨䛷䠄ศፔ䠅䛷䛝䛯䚹䠄㻮Ặ䠅
䞉ᐃᮇ೺デ䛷䛔䛴䜒ぢ䛶䜒䜙䛳䛶䛔䜛ඛ⏕䛻ྲྀ䜚ୖ䛢䛶䜒䜙䛳䛶䚸ຓ⏘ᖌ䛥䜣䜒୍ே┠䛾᫬䛻ぢ䛛䛡䛯ඛ⏕䛺䛾䛷䚸ಙ㢗
䛧䛶䚸኱୔ኵ䛰䛺䛳䛶ឤ䛨䛷䛧䛯䚹䠄㻲Ặ䠅
ຓ⏘ᖌ䛜⮬ศ䜢Ẽ䛻䛛䛡䛶䛟䜜
䛯Ꮀ䛧䛥
䞉ຓ⏘ᖌ䛥䜣䛜⤖ᵓẼ䛻䛛䛡䛶䛟䜜䛯䛳䛶䛔䛖䛛䚸⤖ᵓᛁ䛧䛭䛖䛻䛧䛶䛔䛯䜣䛷䛩䛡䛹䚸൅䛻䛂䛣䛣䛻ᗙ䛳䛶䛔䛔䜘䛃䛸䛛䛂䛣
䜜㣧䜣䛷䛔䛔䜘䛃䛸䛛䚹ຓ⏘ᖌ䛥䜣䛛䜙䛩䜛䛸䚸⤖ᵓฟ⏘䛩䜛ே㛫䛸ฟ䛶䛟䜛Ꮚ䛻㞟୰䛩䜛䛨䜓䛺䛔䛷䛩䛛䚹൅䛾䜋䛖䜎䛷
Ẽ䛜䛔䛛䛺䛔䛣䛸䛾䜋䛖䛜ከ䛔䜣䛨䜓䛺䛔䛛䛳䛶຾ᡭ䛺ᛮ䛔䛺䜣䛷䛩䛡䛹䚸䛭䛣䜢Ẽ䛻䛛䛡䛶䛟䜜䛯䛾䛿⤖ᵓ䛖䜜䛧䛛䛳
䛯䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹䛭䛣䛻䛔䜛ே㛫䛸䛧䛶ㄆ㆑䛧䛶䜒䜙䛘䛯䚹䠄㻱Ặ䠅
䞉䛭䛾ୡ⏺䛻ධ䜚㎸䜑䛪䚸ഐほ⪅䛨䜓䛺䛔䛷䛩䛡䛹䚸✵Ẽ䛻䛺䛳䛱䜓䛖䛾䛛䛺䛳䛶䛔䛖䛾䛜䛒䛳䛯䛾䛷䚸䛭䛖䛔䛖㠃䛜䛺䛟䛳
䛶Ⰻ䛛䛳䛯䛛䛺䛳䛶ᛮ䛔䜎䛩䚹䠄㻱Ặ䠅
㡹ᙇ䜛ጔ䜢ᨭ䛘䜛ຓ⏘ᖌ䛻ᑐ䛩
䜛ឤື
䞉䛩䛤䛟ឤື䛧䜎䛧䛯䚹䛣䜣䛺䛻㡹ᙇ䛳䛶䛔䜛䚸ዪ䛾ே䛳䛶䛩䛤䛔䛺䛳䛶ᛮ䛔䜎䛧䛯䚹䠄㻳Ặ䠅
䞉䛒䜜䛰䛡ጔ䛜㡹ᙇ䛳䛶䛔䜛䛾䜢ぢ䜛䛾䛿䛺䛛䛺䛛䛺䛔䛸ᛮ䛖䜣䛷䚸䛩䛤䛟ⱞ䛧䛭䛖䛺䜣䛰䛡䛹䚸ຓ⏘ᖌ䛥䜣䛜ኌ䛛䛡䛶䛟
䜜䜛䛸Ꮀ䛧䛭䛖䛺㢦䛩䜛䛾䛷䚸䜔䛳䜁䜚ឤື䛧䜎䛧䛯䛽䚹䠄㻮Ặ䠅
஬య‶㊊䜢☜ㄆ䛩䜛䜎䛷
䛾୙Ᏻ
ඣ䛜↓஦⏕䜎䜜䚸஬య‶㊊䜢☜
ㄆ䛩䜛䜎䛷䛾୙Ᏻ
䞉஬య‶㊊䛛☜ㄆ䛧䛶䚸䛱䜓䜣䛸⏘ኌ䛿⪺䛣䛘䜛䛛䛺䛳䛶⪥䜢⃈䜎䛫䛺䛜䜙䚸୙Ᏻ䛻ᛮ䛔䛺䛜䜙୍㒊ጞ⤊䜢ぢ䛶䜎䛧䛯
䛽䚹䠄㻱Ặ䠅
䞉᭱ᚋ䛾᭱ᚋ䜎䛷ᮏᙜ䛻ฟ䛶䛟䜛䜎䛷䛿ఱ䛜䛒䛳䛶䜒䛚䛛䛧䛟䛺䛔䛾䛷඲↛Ᏻᚰ䛷䛝䛺䛛䛳䛯䚹䠄㻴Ặ䠅
ẕඣ䛸䜒䛻↓஦䛷䛒䜛䛣䛸䜈䛾Ᏻ
ሚឤ
䞉䛹䛱䜙䜒↓஦䛷Ᏻᚰ䛧䜎䛧䛯䚹䛭䜜䛜୍␒኱䛝䛔䛷䛩䛛䛽䚹୧᪉䛸䜒↓஦䛸䛔䛖䛾䛜䚸୍␒Ᏻᚰ䛧䛶䜘䛛䛳䛯䛸ᛮ䛔䜎䛧
䛯䚹䠄㻱Ặ䠅
䞉ẕయ䜒ඖẼ䛰䛧䚸䠄㉥䛱䜓䜣䜒䠅ඖẼ䛰䛧䚸୍Ᏻᚰ䠄㻲Ặ䠅
⥭ᙇ䛛䜙ゎᨺ䛥䜜䛯Ᏻሚឤ 䞉䛭䜜䜎䛷ៃ䛯䛰䛧䛛䛳䛯䛳䛶䛔䛖䛾䜒䛒䜛䛾䛷䚸ึ⏘䛰䛳䛶䛣䜣䛺䛻᪩䛟⏘䜎䜜䜛䜣䛰䛳䛶䛔䛖ឤぬ䛰䛳䛯䛾䛜䚸↓஦⏘
䜎䜜䛶⥭ᙇ䛜ゎ䛡䛶Ᏻሚ䛧䛯䛳䛶䛔䛖Ẽᣢ䛱䛜ᙉ䛛䛳䛯䚹䠄㻭Ặ䠅
Ꮚ䛹䜒䛜⏕䜎䜜䛯䛣䛸䛻ᑐ䛩䜛ಙ
䛨䜙䜜䛺䛔ឤື
䞉䜔䛳䜁䜚䛩䛤䛔䛺䛳䛶䚸䛱䜗䛳䛸ಙ䛨䜙䜜䛺䛛䛳䛯䛡䛹䚸⏘䜎䜜䛶䛝䛯▐㛫䛂⮬ศ䛾Ꮚ䛸䜒䛛䛒䛃䛳䛶ឤ䛨䛷䚸䛒䛸䛿䜒䛖䛛
䜟䛔䛔䛧䛛䛺䛛䛳䛯䚹䠄㻯Ặ䠅
䞉㉥䛱䜓䜣䛜⏕䜎䜜䛶䛝䛯䛸䛝䛸䛛䜒䚸ឤື䛧䜎䛧䛯䛽䚹䠄㻮Ặ䠅
⮬ศ䛾Ꮚ䛹䜒䛜䛷䛝䛯ᐇឤ 䞉ዷፎ୰䛿䛒䜣䜎䜚ᐇឤ䛜䛺䛛䛳䛯䛡䛹䚸ᐇ㝿䛻⏘䜎䜜䜛䛸䛝䛻⏘䜎䜜䛯䜣䛰䛳䛶䛔䛖ឤぬ䚹ᮏᙜ䛻ᐇឤ䛷䛝䜛䚹⏘䜎䜜䛯
▐㛫䚸⮬ศ䛾Ꮚ䛹䜒䛜ฟ䛶䛝䛯䛳䛶ᐇឤ䛷䛝䜛䚹䠄㻭Ặ䠅
㉥䛱䜓䜣䛧䛛ぢ䛘䛺䛔 ┠䛿㉥䛱䜓䜣䛧䛛ぢ䛶䛔䛺䛛䛳䛯䚹䠄㻴Ặ䠅
⮬ศ䜔ጔ䛻ᑐ䛩䜛་ᖌ䜔
ຓ⏘䛾䜿䜰䛻ᢪ䛟Ᏻᚰឤ
ඣ
䛜
⏕
䜎
䜜
䛯
䛸
䛝
ศ
ፔ
ᐊ
ධ
ᐊ
ᚋ
䛛
䜙
ඣ
䛜
⏕
䜎
䜜
䜛
䜎
䛷
⮬ศ䛾Ꮡᅾ䛜ᙺ❧䛳䛶䛔
䜛䛾䛛䛸䛔䛖ᡞᝨ䛔
ẕඣ䛸䜒䛻↓஦䛷䛒䜛䛣䛸
䜈䛾Ᏻሚឤ
Ꮚ䛹䜒䛜⏕䜎䜜䛯ឤື䛛䜙
ⱆ⏕䛘䜛⮬ศ䛾Ꮚ䛹䜒䛜䛷
䛝䛯ᐇឤ
妻のそばにいながらも、緊張の中で目の前の光景
に圧倒され、気持ちがついて行かないことを表す
カテゴリーである。〈助産師の声掛けに安心しつつ
も、分娩中の光景に圧倒される〉の 1サブカテゴリー
で構成される。
（2）【苦しむ妻のために何もしてやれない無力感】
分娩室入室後に、妻の産痛や努責感がさらに増強
し、苦しむ妻のため何もしてやれない気持ちを表すカ
テゴリーである。〈苦しむ妻の様子に、頭の中が真っ
白になり、そばにいても何もできない無力感〉の 1サ
ブカテゴリーで構成される。
（3）【医療者の言葉や行動に高まる不安】
医療者の言葉や行動に不安が高まる気持ちを表すカ
テゴリーである。〈医療者の使う専門用語がわからず
何が起きているかわからない不安〉〈スタッフがそば
にいなくなるときに感じる不安〉〈慌ただしいスタッ
フの動きに対する戸惑い〉〈見知らぬ医療スタッフの
中での緊張〉の 4サブカテゴリーで構成される。
（4）【自分の存在が役立っているのかという戸惑い】
分娩室入室後に自分はどこにいて何をすればいいの
かわからないことから生じる戸惑いの気持ちを表すカ
テゴリーである。〈初めての体験で自分がどうしたら
いいのかわからない戸惑い〉〈妻になんと声をかけて
いいのかという戸惑い〉の 2サブカテゴリーから構成
される。
（5）【妻を励ましながら一緒に頑張る】
何をしていいか戸惑いながらも、懸命に妻を励ます
気持ちを表すカテゴリーである。
〈助産師の言葉をまねて、妻を励ましながら一緒に
頑張る〉の 1サブカテゴリーで構成される。
（6） 【自分や妻に対する医師や助産師のケアに抱く安
心感】
助産師の妻や自分に対するケアや医師や助産師への
信頼に安心感を得る気持ちを表すカテゴリーである。
〈信頼できるスタッフのリードでもう産まれる安心感〉
〈助産師が自分を気にかけてくれた嬉しさ〉〈頑張る妻
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を支える助産師に対する感動〉の 3サブカテゴリーで
構成される。
4）児が生まれたとき
（1）【五体満足を確認するまでの不安】
生まれてきた子どもに異常がないことを確認するま
での不安な気持ちを表すカテゴリーである。〈児が無
事に産まれ、五体満足を確認するまでの不安〉の 1サ
ブカテゴリーで構成される。
（2）【母児ともに無事であることへの安堵感】
子どもが無事に生まれ、母児ともに無事であること
を確認し、緊張から解放された安堵感を表すカテゴ
リーである。〈母児ともに無事であることへの安堵感〉
〈緊張から解放された安堵感〉の 2サブカテゴリーで
構成される。
（3） 【子どもが生まれた感動から芽生える自分の子ど
もができた実感】
子どもが生まれたことに感動し、自分の子どもであ
る実感がわく気持ちを表すカテゴリーである。〈子ど
もが生まれたことに対する信じられない感動〉〈自分
の子どもができた実感〉〈赤ちゃんしか見えない〉の
3サブカテゴリーで構成される。
Ⅴ．考察
今回の研究結果から、立ち会い分娩を体験した夫が
分娩経過中に抱いている具体的な気持ちが明らかに
なった。
病院連絡から入院までの間は【すぐに産まれないと
いう軽い気持ち】であったが、入院以後は【分娩が気
になって落ち着かない】、分娩室入室から児が生まれ
るまでは【分娩の光景に圧倒される気持ち】と分娩の
進行に伴い、気持ちが段々ついて行けない状態となっ
ていた。
不安は、病院連絡から児が生まれたときまで継続し
ている気持ちであった。不安の内容は、病院連絡から
入院までは【予期せぬ分娩の始まり方に対する不安】、
入院から分娩室入室までは【分娩進行に伴う変化に何
が起こっているのかわからない不安】、分娩室入室か
ら児が生まれるまでは【医療者の言葉や行動に高まる
不安】、児が生まれたときは【五体満足を確認するま
での不安】と予測できない分娩の状況に対して不安を
抱いていた。不安な気持ちに加え、入院から分娩室入
室までは【痛がっている妻を前にして何をしてあげた
らいいのかわからない戸惑い】、【両親学級での説明や
前回の分娩経過と異なる状況に対する戸惑い】、分娩
室入室から児が生まれるまでは【自分の存在が役立っ
ているのかという戸惑い】を感じていると同時に【苦
しむ妻のために何もしてやれない無力感】を感じてい
た。分娩に立ち会う夫の気持ちは、不安、戸惑い、無
力感などのストレスの強い状態にあることが本研究か
ら明らかになった。
夫が主体的に分娩に臨むためには産前教育が重要で
ある（木村，星野，菊地，2005）とされている。今回
の研究参加者は経産婦の夫 2 名を除き、初産婦の夫
は、全員が両親学級を受講していた。しかし、実際の
分娩に際しては、【両親学級での説明や前回の分娩経
過と異なる状況に対する戸惑い】を感じていた。本研
究の結果から、両親学級での受講内容と実際の分娩経
過が違う場合には、夫の不安や戸惑いが大きくなるこ
とから、不安や戸惑いが軽減できるよう夫への分娩経
過の説明を行う重要性が示唆された。経産婦の夫につ
いても、初産婦と経産婦では分娩進行が異なるため、
両親学級受講の必要性が示唆された。
不安や戸惑い、無力感という気持ちは【助産師の説
明や声かけに感じる安心感】、【自分や妻に対する医師
や助産師のケアに抱く安心感】と医師や助産師の支援
に対し、安心感を得ることができていた。分娩室入室
後は、【自分の存在が役立っているのかという戸惑い】
を感じている一方で、〈助産師が自分を気にかけてく
れた嬉しさ〉を感じていることから、分娩経過中は、
妻のみではなく、夫へのケアの必要性が示唆された。
立ち会い経験の中で満足感に影響するものは、妻へ
の支援、妻からの肯定的反応、新生児との接触である
（松田，2015）ことから、夫が妻への支援を十分に行
え、夫自身が満足できるような支援が必要である。夫
自身が落ち着いた気持ちの中で、妻をサポートし、児
の誕生を迎えることができ、立ち会いに満足できるよ
う夫への情緒的支援をすることで、夫婦共に満足する
立ち会い分娩となると考える。
Ⅵ．結論
立ち会い分娩を体験した夫の分娩経過中の気持ちを
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明らかにすることを目的に研究を行った結果、以下の
ことが明らかとなった。
1． 病院連絡時から児が生まれるときまで、不安、戸
惑い、無力感を感じ、強いストレス状態にあると
考えられるため、夫への情緒的支援の必要性が示
唆された。
2． 助産師の自分に対するケアに安心や嬉しさを感じ
ていることから、分娩に立ち会う夫の存在を尊重
したケアの必要性が示唆された。 
3． 児が生まれたときには、母児ともに無事であるこ
とに対し安堵感を感じ、児が生まれた感動から父
親の自覚が芽生えていた。
利益相反
本研究の全ての著者において、開示すべき利益相反
はない。
謝辞
お忙しい中、研究にご協力いただきました研究参加
者の皆様、研究を快く承諾していただきました研究施
設の皆様に深謝いたします。
なお、本研究は、平成 23 年度愛知県看護協会看護
研究助成金を受けて実施した。この論文は、平成 23
年度社団法人愛知県看護協会研究助成金研究報告書を
加筆・修正したものである。
引用 文献
出口信子，米村聡実，福井奈美子，前田啓子，程修司
（1999）．夫立ち会い体験の自己評価とその関連要
因．母性衛生．40（4）．468-472．
木村弘子，星田秀子，菊池千代子（2005）．参加型両
親学級の企画運営を通して - 父親のニーズと満足
感を考える -．日本看護学会論文集第 36 回母性看
護．9-11．
M.H.Klaus, J.H.Kennell, P.H. Klaus（1993）/ 竹内徹訳
（1996）．マザーリング・ザ・マザー．東京 ; メ
ディカ出版．75．
M.H.Klaus, J.H.Kennell, P.H. Klaus（2002）/ 竹 内 徹，
永島すみえ訳（2005）．ザ・ドウーラーブック．
東京；メディカ出版．159．
松田佳子（2015）．立ち会い出産における夫の満足感
と立ち会い体験および妻への親密性との関連．日
本看護研究学会雑誌．38（1）．93-99．
松本清一編著（1992）．妊産婦ヘルスケア．東京．文
光堂．360．
及川裕子，宮田久枝，新道由記子，登日麻並（2012）
現代日本における男性と出産・育児．園田学園女
子大学論文集．46．43-57．
シェーラ・キッシンガー（1985）．分娩における夫の
役割と援助のしかた．ペリネイタルケア．4（4）．
85-91．
― 71 ―
日本赤十字豊田看護大学紀要14巻 1号　2019
Feelings of Husbands during Attending Childbirth
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Abstract
The purpose of this study is to identify the feelings of husbands during attending childbirth. We conducted semi-
structured interviews with 8 husbands who had experienced attending childbirth, and performed a qualitative 
and inductive analysis. Husbands experienced the following anxieties in the process from calling at the hospital till 
his baby was born: ‘Anxiety because the childbirth started in an unexpected way’, ‘Anxiety at not knowing what 
changes occur during a childbirth’, and ‘Anxiety remaining till the husband has ensured that the newborn is a normal 
functioning happy child’. The husbands also felt anxieties at seeing the changes in their wives, feelings such as 
‘Baﬄ  ement because the husbands do not know what they can do seeing the wives suﬀ ering and in pain’ and ‘Sense 
of helplessness because they cannot do anything to ease the situation of the wives suﬀ ering through the childbirth’. 
While feeling anxiety and frustration, the husbands assisted their wives by ‘Doing their best together with the wives 
by encouraging them’. The ﬁ ndings suggest that husbands who attend childbirth would beneﬁ t from support for the 
emotional aspects because they experience anxiety, frustration, and a sense of helplessness in the whole process of the 
childbirth.
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